
                                  

 

 

 

 ２ ０ １ ８ 年 ２ 月 １ 日 

 サッカードットコム株式会社 

株 式 会 社 Ｎ Ｔ Ｔ ド コ モ 

 

 

ＡＩ技術「スポーツ動画センシング」を開発、 
マルチアングル自動録画システムと連携したトライアルを開始 
～自らのプレーを手軽に映像で振り返る新たなスポーツ体験を提供～ 

 

株式会社ＮＴＴドコモ（以下、ドコモ）は、スポーツ競技を録画した映像（以下、競技映像）から、サッカーに

おけるシュートやゴールシーンなどを自動で抽出するＡＩ技術「スポーツ動画センシング」※１を開発しました。

本技術と「マルチアングル自動録画システム（以下、自動録画システム）」※２を連携したトライアル（以下、本

トライアル）を、２０１８年２月１日（木）からサッカードットコム株式会社（以下、サッカードットコム）と共同で実

施いたします。 

 

本トライアルは、サッカードットコムが管理する「ＦＵＴＳＡＬ ＰＯＩＮＴ 両国 インドアＦコート」（以下、両国コ

ート）に自動録画システムを導入して行います。民間のフットサル施設に自動録画システムを導入するのは

日本初※３となります。 

 

両国コートに導入する自動録画システムは、複数のアングルの映像をフルハイビジョン※４で自動録画し、

その場で、プレーヤーが競技映像をタブレット端末などから視聴できるものです。 

また、ドコモのＡＩ技術「スポーツ動画センシング」は、競技映像からプレーヤーやボールなどの動きを自

動で検知し、プレーヤーの追尾※５、シュート・ゴールシーンの競技シーンを自動で抽出することができます。 

本トライアルの期間中、これらの環境を両国コートのレンタル利用時や、サッカースクールにおけるコー

チング補助ツールとして、実際に体験いただけます。 

 

プロチームやハイレベルなアマチュアチームなどでは、チームスタッフが競技映像を用いて、戦術上重要

なポイントを選手と共有したり、競技中の選手の位置を自動で把握したりするなど、ＩＣＴによるサポートが広

がっています※６。その一方で、アマチュアプレーヤーやジュニアチーム、スポーツスクールにおいては、対

応するスタッフの稼働やコストなどの問題から、このようなＩＣＴによるサポートは進んでいない現状がありま

す※７。 

 

本トライアル環境は、アマチュアチームをはじめ、さまざまなプレーヤーの方々がタブレット端末などを通

じて、自動録画された競技映像や、ＡＩが自動で抽出したシュート・ゴールシーンの映像を視聴できるもので、

自らのプレーを映像で手軽に振り返る新たな体験を提供するものです。 

トピックス 



 

サッカードットコムは、本トライアルにおいて、自身の管理する施設で新たなスポーツ体験の提供を行い

ます。ドコモは、本トライアルを通じて、研究開発部門・法人営業部門で組織横断的に構成した混成チーム

がお客様の課題解決を図る取組みである「トップガンＴＭ」において、ＡＩ技術「スポーツ動画センシング」の最

適化を行い、スポーツ施設に向けた商用サービス提供をめざします。 

 

※１ ＡＩ技術「スポーツ動画センシング」は、ＮＴＴグループのＡＩ「ｃｏｒｅｖｏ®」を構成する技術です。 

※２ 複数台のカメラで自動録画を行う製品を法人企業向けにドコモがチューニングし提供。 

※３ 民間フットサル施設に複数台カメラを設置し、マルチアングルで映像を自動録画する仕組みとしては日本初。 

２０１８年１月２０日サッカードットコム調べ。 

※４ １９２０×１０８０ピクセルの画面解像度。  

※５ ２０１８年３月以降提供予定。 

※６ アマチュアチーム専属のアナリストへのヒアリングより。２０１８年１月２０日ドコモ調べ。 

※７ 民間スポーツスクールへのヒアリングより。２０１８年１月２０日ドコモ調べ。 

＊ 「ｃｏｒｅｖｏ®」は日本電信電話株式会社の登録商標です。（http://www.ntt.co.jp/corevo/） 

＊ 「トップガン」は、ドコモの商標です。 

 

 

 

 

  

本件に関する報道機関からのお問い合わせ先 

サッカードットコム株式会社 
ＩＴソリューション事業部 

ＴＥＬ：０４８－８３２－２８０４ 

株式会社ＮＴＴドコモ 
 法人ビジネス戦略部 サービス企画 スポーツＩＣＴ担当 

ＴＥＬ：０３－５１５６－３１０８ 

http://www.ntt.co.jp/corevo/


 

 

トライアル概要 

  

１．目的 

サッカードッ ト コムが設置したマルチアングル自動録画システムと 、 ドコモが開発した            

ＡＩ技術「スポーツ動画センシング」を組み合わせることで、施設利用者に新たなスポーツ体験を提供すると

ともに、施設事業者としての提供価値向上に寄与することを検証する。 

 

２．実施場所 

ＦＵＴＳＡＬ ＰＯＩＮＴ 両国 インドアＦコート 

〒１３０－００２５ 東京都墨田区千歳１－５－１７ 

 

３．トライアル期間 

２０１８年２月１日（木）～２０１８年４月３０日（月） 

 

４．各社の役割 

（１）サッカードットコム 

「ＦＵＴＳＡＬ ＰＯＩＮＴ 両国 インドアＦコート」の施設提供および、自動録画システムの提供 

（２）ドコモ 

ＡＩ技術「スポーツ動画センシング」の技術の商用化に向けた最適化 

 

５．本トライアルイメージ 

・７台のカメラで競技映像を自動録画し、その中から自分の好きなカメラ映像・時間で振り返る事ができま

す。 

・録画した映像をもとにＡＩにより自動でタグ付けがなされ、シュート・ゴールシーンの頭出し再生が簡単に

できます。 

・２０分程度の試合映像をもとにシュート・ゴールシーン集を自動で作成できます※８。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙 



＜設置イメージ＞ 

 

  

＜視聴イメージ＞ 

 

 トライアルサイトＵＲＬ：http://133.162.204.229/sas/video/index 

 

※８ ２０１８年３月以降提供予定。 

 

 

 

 

 

 

 

http://133.162.204.229/sas/video/index


 

 

＜各社概要＞ 

 
 

サッカードットコム 

会社名 サッカードットコム株式会社 

代表者 代表取締役社長 古部 亮 

所在地 埼玉県さいたま市浦和区仲町１－１１－１２ さくらビル浦和 I－６Ｆ 

資本金 ８，５００万円 

営業開始日 ２０１５年１２月 

従業員 １１名 

主な事業内容  スポーツ施設の企画、運営 

 スポーツイベントの大会企画、開催 

 スポーツスクールの企画、運営、人材派遣 

 アパレルの企画、製作、アパレルブランドの販売 

 

ＮＴＴドコモ 

会社名 株式会社ＮＴＴドコモ 

代表者 代表取締役 社長 吉澤 和弘 

所在地 東京都千代田区永田町２－１１－１山王パークタワー 

資本金 ９，４９６億８，０００万円(２０１６年３月３１日時点) 

営業開始日 １９９２年７月１日 

従業員 単独７，６１６名、 連結２６，１２９名(２０１６年３月３１日現在) 

主な事業内容  モバイル通信事業 

 スマートライフ事業 

 

 

参考 


